
平塚市図書館システムの更新業務に関する公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 趣旨 

 本要領は、平塚市が実施する平塚市図書館システム更新業務の受託者候補を、公募型プロポーザル

方式で選定するにあたり必要な事項を定めるものです。 

 

２ 業務概要 

 （１）業務の名称 

   平塚市図書館システムの更新業務 

（２）目的 

平塚市図書館では昭和６２年に図書館システムを導入して以来、利用者サービスの向上と事務

の効率化を図ってきた。現行システム（以下「現システム」という。）は平成１８年に導入し、平

成２３年、平成３０年にバージョンアップと機器更新を実施している。今回は、老朽化した機器

の更新と、安心・安全・安定したシステムの調達を基本に、利用者サービスの向上と将来のサー

ビス展開への対応も見据えたシステム（以下「次期システム」という。）の導入を目指す。 

（３）業務内容 

    次期システム導入業務の範囲は、次のとおりとします。 

 ア 「平塚市図書館システムの更新業務に関する調達仕様書」「平塚市図書館システムの更新

業務に関する機能要件書」等の内容に則し、現システムからの円滑な移行、利用者サービス

の向上と事務の効率化を図り、本業務の目的を達成することができるパッケージシステムを

導入する 

    イ 導入準備から本稼働までのシステム環境の整備、検証作業、課題管理、スケジュール管理、

進捗管理を行う 

 ウ 書誌情報等、システム運用に必要な基礎データのセットアップを行う 

 エ 導入後の運用が確実に行うことができるよう、システム担当職員、図書館スタッフへの操

作研修及びヘルプデスクの設置等の支援を行う 

    オ 導入後の運用を安定的かつ継続的に行うため、制度改正への対応や機能改善等のシステム

保守を実施するとともに、システム担当職員のサポートを行う 

    カ 本業務は、市とリース会社との賃貸借契約により機器を導入するものとする 

リース会社は、指名競争入札を経て決定する。プロポーザルにより選定された事業者は、

リース会社と必要な契約を締結し、機器等の手配を行う 

キ 南図書館、中央図書館で、施設改修等のための長期休館を予定していることから、引っ越

しや休館中の対応について、図書館スタッフに支援や助言を行う 

    ク 国や他自治体の動向を踏まえ、当市の図書館システムに関わるサービスの拡大やそれに必

要な国、団体等の助成金の申請にあたって、図書館職員に支援や助言を行う 

（４） 業務の仕様等 

別紙「平塚市図書館システムの更新業務に関する調達仕様書」、「平塚市図書館システムの更

新業務に関する機能要件書」のとおり 



（５）業務委託の期間 

     本件のシステム構築の委託期間は、次のとおりとする。なお、図書館システムは令和７年３

月１１日から６０か月稼働する予定です。 

ア 導入・構築作業  契約締結日～令和７年３月３１日 

イ 機器の賃貸借期間 令和７年３月１日～ 令和１２年２月２８日（６０か月） 

ウ 保守期間     令和７年３月１日～ 令和１２年２月２８日（６０か月） 

 

３ 見積限度額（消費税及び地方消費税を含む） 

 

総額の上限 ￥１３９，０４０，０００円 

令和６年度  

・導入委託料 

（サーバ等構築、セットアップ、データ

取込み、カスタマイズ等） 

・機器等賃借料（ハードウェア、ソフトウ

ェア等） 

・保守委託料 

 

 

￥１９，０８８，０００円 

令和７年度～令和１１年度 

・機器等賃借料（ハードウェア、ソフトウ

ェア等） 

・保守委託料 

各年度の上限額内訳の想定 

令和７年度 ￥２４，３９７，０００円  

令和８年度 ￥２４，３９７，０００円  

令和９年度 ￥２４，３９７，０００円  

令和１０年度 ￥２４，３９７，０００円 

令和１１年度 ￥２２，３６４，０００円 

   ※契約満了時の次期システムからのデータ抽出等に関する経費は、契約最終年度に別途契約

を行うので、本見積限度額には含まれないが、評価の対象とするため、「平塚市図書館システ

ムの更新業務に関する経費」に見積額を記載し、見積書にも記載をすること。 

４ 実施要領の配布 

 （１）交付期間 

   令和６年５月１０日（金）～令和６年５月１７日（金） 

（２）交付方法 

平塚市図書館ホームページからダウンロード 

 （３）事務局 

  平塚市教育委員会社会教育部中央図書館 

    住所：〒２５４―００４１ 平塚市浅間町１２－４１ 

    電話：０４６３－３１－０４２８ 

    FAX：０４６３－３１－９９８４ 

    電子メール：library@city.hiratsuka.kanagawa.jp 

  ※本件に関する質問票、参加表明書兼秘密保持誓約書等の提出、その他お問合せについては、上記



メールアドレスへお願いします。 

  担当：西海 

 

５ 参加資格 

次に掲げる要件を令和６年５月１日の時点で満たしている事業者であること。 

（１） 平塚市競争入札参加資格者名簿に登録が認められている者であること。 

（２） 地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号）第 167条の４に掲げる者でないこと。 

（３） 公募日から受託候補者として特定されるまでの間に、平塚市一般競争入札参加停止及び指

名停止等措置要領に基づく停止措置を受けていない者であること。 

（４） 平塚市暴力団排除条例（平成 23年平塚市条例第 9号）に定める暴力団員等、暴力団経営支

配法人等又は暴力団員等と密接な関係を有すると認められる者でないこと。 

（５） 神奈川県暴力団排除条例（平成 22年神奈川県条例第 75号）第２３条第１項又は第２項の

規定に違反しない者であること。 

（６） ２年以内に銀行取引停止処分を受けている者でないこと。ただし、会社更生法（平成 14年

法律第 154号）に基づく更生手続又は民事再生法（平成 11年法律第 225号）に基づく再生

手続（以下「更生手続又は再生手続」という。）の開始決定を受けた後、再度「（１）」に規定

する入札参加資格を有することとなった者を除く。 

（７）  前６箇月以内に不渡手形又は不渡小切手を出していない者であること。ただし、更生手続

又は再生手続の開始決定を受けた後、再度「（１）」に規定する入札参加資格を有することと

なった者を除く。 

（８） 債務不履行により所有する資産に対し、仮差押命令、差押命令、保全差押又は競売手続の

開始決定がなされている者でないこと。 

（９） 国税、地方税のいずれも滞納している者でないこと。 

（１０） 人口２０万人以上の自治体で、その自治体全体の蔵書数が７０万冊以上の公共図書館への

図書館システム（パッケージソフト）の導入実績があること。 

（１１）本業務を遂行するために必要とされる業務経験を有し、本業務に精通した者を従事させ

ることができるとともに、本業務を確実に遂行することができること。 

（１２）ＩＳＭＳ の認証またはプライバシーマークを有していること。 

 

６ 参加資格の失格 

提案者に次の行為があった場合は、その者を失格とするとともに、別途、入札に準じて指名停止の

措置を講ずるものとする。 

（１）他の提案者と提案内容等について相談すること。 

（２）提出書類に虚偽の記載を行うこと。 

（３）選定結果に影響を与えるような不正または不誠実な行為を行うこと。 

 

７ 参加手続き 

（１）提出物 

   プロポーザル提案参加表明書兼秘密保持誓約書 

（２）応募方法 



  （１）に記載のある提出物を事務局宛に電子メールで提出してください。 

  なお、送信確認のため、電子メールの送信後、事務局宛に電話で連絡してください。 

（３）提出期限 

   令和６年５月２８日（火）正午（必着） 

（４）質問受付 

   次の質問受付期間中に、本件に対して質問をすることができます。 

ア 質問受付期間 

令和６年５月１０日（金）～令和６年５月１７日（金） 

イ 質問方法 

    質問書に必要事項を記入し、事務局宛に電子メールで質問してください。電話、面談等による

質問は受け付けません。 

ウ 回答方法 

    全質問に対する回答を一括して、令和６年５月２３日（木）に、平塚市図書館ホームページ上

に公開します。このとき、質問をいただいた事業者名は記載しません。 

エ その他 

   ・質問期間以外のお問合せは一切受け付けません。 

   ・回答に合わせて、補足説明資料の配布を行う場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

   ・プロポーザル提案参加表明書兼秘密保持誓約書を提出後の参加辞退に関しては、書面にて申し

出ること。 

 

８ 書類選考 

（１）提出物 

  ア 企画提案書提出届 １部 

イ 提案書（社名あり：１部、社名なし：７部） 

  ウ 平塚市図書館システムの更新業務に関する機能要件書（社名あり：１部、社名なし：７部） 

エ 平塚市図書館システムの更新業務に関する経費（社名あり：１部、社名なし：７部） 

  ※イ～エを１冊に綴じること。難しい場合は、それぞれで提出も可能。 

オ イ、ウ、エの文書データ（社名あり、社名なしのデータを含む）を保存したメディア １枚 

（２）作成方法 

  ア 提案書 

    別紙「平塚市図書館システムの更新業務に関するプロポーザル提案書作成要領」をすべて網羅

した内容の提案を記載してください。 

  イ 機能要件書 

 「平塚市図書館システムの更新業務に関する機能要件書」に、提案の適合状況を記入してくだ

さい。 

ウ 平塚市図書館システムの更新に係る経費 

  （ア）提案に基づく本件に係る経費を、次のとおり分類し、分類ごとに年額と契約期間中の総額を

明示してください。 



経費には消費税及び地方消費税を含んで、算出してください。 

・導入一時費用（サーバ等構築、セットアップ、データ取込み、カスタマイズ等） 

・機器等賃借料（機器及びソフトウェア等） 

・保守料 

・最終年度のデータ抽出費等 

・予算上限額に含めない自由提案の見積額（概算見積もり可） 

  エ ア、イ、ウの文書データ 

  （ア）光学式メディア（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）に記録してください。 

  （イ）電子データのファイル形式はＷｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌ、ＰＤＦのいずれかとします。ただし、

提案書はＰｏｗｅｒ Ｐｏｉｎｔも可とします。 

（３）提出方法 

  （１）に記載のある提出物を事務局宛に持参または郵便（配達の記録の残るもの、またはゆうパッ

ク等）で提出してください。 

（４）提出期限 

  令和６年６月１２日（水）正午（必着） 

（５）審査方法 

   書類審査（一次審査）で、３社程度に選定します。通過者によるプレゼンテーション（提案説明）

（二次審査）を実施します。その後「プロポーザル審査委員会」（以下「審査委員会」という。）によ

る選考を経て、業務の受託業者の候補を選定します。プレゼンテーションの詳細は、後日お知らせい

たします。 

（予定） 

・プレゼンテーション（４０分以内） 

  ・質疑応答（１５分以内） 

（６）審査基準 

  「平塚市図書館システムの更新業務に関するプロポーザル審査項目及び評価内容」に基づき審査し

ます。 

   なお、審査に係る評価の採点は、審査委員が個別に行い、その集計結果に基づき順位付けをしま

す。 

【書類審査（１次審査）】 

 「平塚市図書館システムの更新業務に関するプロポーザル審査項目及び評価内容」のうち、プレ

ゼンテーション、質疑応答に関する項目を除き、審査する。 

【プレゼンテーション（２次審査）】 

   書類審査（１次審査）で行った評価項目についても再評価を行い、採点を確定する。 

 

（７）選考結果通知 

   選考に参加したすべての事業者に対して、令和６年７月１０日（水）（予定）に結果を文書又は電

子メールにて通知します。 

 



９ 契約について 

（１）審査で第１位になった事業者を受託者候補とします。ただし、受託者候補となった者が、受託者

として平塚市と契約する前に資格喪失などにより候補でなくなった場合は、第２位以降の者から順

に候補とします。 

（２）契約締結の交渉に当たっては、受託者候補の提案内容を尊重しますが、詳細な事項については、

改めて協議するものとします。 

（３）ハードウェア及びソフトウェアはリース会社と契約し、毎月払い（全６０回）になります。 

（４）導入一時費用は導入業者と契約し、一括で支払います。 

（５）保守委託料は保守業者と契約し、毎月払い（全６０回）になります。 

 

１０ 失格事項 

  次のいずれかに該当する場合は失格とします。 

   ア 本件の予算に係る提案上限を超過した上での提案の場合 

   イ 提出期限を過ぎて関係書類が提出された場合 

ウ 提出書類に記載すべき事項の全部が記載されていない場合、又は記載内容に重大な瑕疵があ

った場合 

   エ 提出書類に虚偽の記載があった場合 

   オ 審査の公平性に影響を与える行為があった場合 

   カ 業務提案書の記載内容に実現できない内容が含まれていることが判明した場合 

   キ 選考期間中及び、契約締結前に指名停止・不正行為・虚偽の申請が認められた場合 

 

１１ 全体スケジュール 

実施要領交付期間 令和６年５月１０日（金）～５月１７日（金） 

質問受付期間 令和６年５月１０日（金）～５月１７日（金） 

質問回答 令和６年５月２３日（木） 

参加申込み期限 令和６年５月２８日（火）正午 

提案書等書類提出期限 令和６年６月１２日（水）正午 

書類審査 令和６年６月１９日（水） 

プレゼンテーション参加依頼発送 令和６年６月２６日（水） 

プレゼンテーション（同日審査） 令和６年７月３日（水） 

特定通知・非選定通知の発送 令和６年７月１０日（水） 

契約の締結 令和６年７月下旬（予定） 

 

１２ 留意事項 

（１）書類の作成及び提出に関する費用、その他本案件の提案に要するすべての経費は参加者の負担

とし、平塚市は負担しません。 

（２）手続きにおいて使用する言語は日本語とし、通貨は日本円とします。 



（３）提出された提案書等の書類は返却しません。平塚市で定める保存年限経過後に廃棄処分としま

す。 

（４）今回提出された書類等は参加者の営業上の秘密に該当する部分が含まれている可能性があるこ

とから、原則として非公開として取り扱いますが、平塚市情報公開条例（平成１４年平塚市条例

第２４号）の規定に基づき、その内容の全部又は一部を公開する場合があります。 

（５）提案書の提出後は、原則として記載された内容の追加・変更は認めません。 

（６）業務提案書の提出は、１参加事業者につき１件のみとします。 

（７）参加事業者が本プロポーザルの一部又は全部を第三者へ委託等することは認めません。 

（８）提出された業務提案書等は本プロポーザル以外の目的で当市に無断で使用することは認めませ

ん。 

（９）参加事業者が審査及び選定結果の通知についての説明を求める場合は、審査結果を通知した日

から７日以内に書面にて提出することとします。ただし、異議申立ては認めません。 

（１０）提出書類の著作権等の取り扱いは、企画提案参加者に帰属するが、当市がこの事業に関し必

要と認める用途に関しては、無償で使用を認めること。 

（１１）天災その他やむを得ない理由により審査又は契約を延期する場合における損害は提案者の負

担とする。 

以 上 


